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日本下水文化研究会平成24年度総会報告
平成24年6月16日（土）午後１時半より、市ヶ谷の水道会館において、第16回総会が開催された。

第１部は大阪経済大学名誉教授・本会評議員稲場紀久雄氏より、「久保赳氏の遺志」と題して講演が行われた。故久保赳氏が生前に講演者に遺された２通の手紙について紹介されたものである。２通の手紙は、「我が国の水を守るために私たちは何をなすべきか」を示唆しており、久保氏の遺志を多くの方に伝えるため出版を予定していることが表明された。

第２部では、分科会、関西支部の活動報告が行われ、森田英樹運営委員より屎尿・下水研究会による例会、小平市ふれあい下水道館・特別講話会への講師派遣、「文化資料」の作成、講和内容の普及等の活動が、酒井彰代表よりJICA草の根技術協力活動、本会の自己資金で継続した学校トイレ導入等、海外技術協力分科会が実施した活動が紹介された。さらに、バングラデシュで活動を始めて間もなく10年になろうとしているなか、現地組織の自立を視野に入れていきたい旨、表明された。関西支部からは、藤田俊彦運営委員より「針江生水の郷の清流見学会」、「下水文化を見る会」について詳細に報告され、定例的に行われている多くの参加イベント、市民団体との協働活動が紹介された。

　第３部･総会では議長に木村淳弘副代表を選出、書記に藤田運営委員及び森田運営委員を選任した。書記から、正会員数188名中、出席者27名、委任状提出者79名、合計106名との報告があり、議長は総会の成立を宣言した。その後、議事録署名人に佐藤運営委員、酒井代表を選任したうえで、下記の各議案の審議を開始した。

第１号議案：平成23年度事業報告の承認ならびに会員の現況報告に関する件（酒井代表・佐藤運営委員報告）
第２号議案：平成23年度収入支出状況報告及び会計監査の承認に関する件（佐藤運営委員・松田監事報告）
第３号議案：財産目録の承認に関する件（佐藤運営委員報告）
第４号議案：平成24年度事業計画及び予算に関する件（酒井代表提案説明）
いずれの議案も拍手多数で承認された。２号議案の決算報告で、今回より、支部・分科会を含めたすべての事業の連結決算であるとの補足説明が、谷口監事よりなされた。また、４号議案で提案された、「水環境出前教室（仮称）」に関して、藤田運営委員から、子供も対象にするのかという質問があり、稲場評議員から、小学生を含めた広い層を対象として考えているとの回答があった。

　総会終了後は恒例の懇親会が開催され、バングラデシュで本会が導入しているエコサントイレをローカルの歌と踊りで住民に伝えている映像が紹介されるなか、情報交換、会員の相互交流が行われた。
　　　　　　　（酒井　彰記）
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総会に参加された皆さん
追悼文 栁下重雄さんを偲ぶ
本会　評議員　栗田　彰
栁下重雄さんが平成24年3月20日に急逝された。朝、風呂場で倒れていたという。
栁下さんは酒が好きだった。私も酒が好きなので、よく意気投合して飲んだ。居酒屋で飲むことが多かった。美味い豆腐を喰わせるお気に入りの店があっていつも同じ店で飲んだ。
栁下さんは国立音楽大学で声楽を勉強された音楽家だった。バリトン歌手である。奥様はソプラノ。お二人はオペラが好きで結ばれたという。栁下さんは奥様と歌った二重唱をＣＤに残された。私の好きな「椿姫」のヴィオレッタとジェルモンの二重唱もその一曲。
栁下さんは日本下水文化研究会にとってもかけがえのない人だった。下水文化叢書第1号『江戸　神田の下水』の著者である。この本は歴史学者もあちらこちらで引用されているように、貴重な史料である。私もこの本からたびたび引用させていただいている。仲間だから言うわけではないが、この本は確かに名著である。現在、品切れになっているのは惜しい。機会があれば増刷して欲しい本である。この本を出された後に同叢書第8号『江戸の下水道を探る』も執筆された。この本も史料としてはよく知られている『享保撰要類集』や『明和撰要集』、『雨落下水書類』という江戸の町名主たちが書き遺したものを現代語に訳したものである。ただ、原文を訳しただけでなく、内容をわかり易く解説も付けられている。
「江戸の下水について、もっと多くの人々に知って貰いたい」という気持を込められて、執筆されたのであろう。
栁下さんは日本下水文化研究会で、研究発表をされたこともあるし、講演もされた。それだけでなく、平成11年から15年まで、会計監査も勤められた方である。音楽や歴史ばかりでなく、数字にも強い人だった。
そして、なにより、人を楽しませることが好きだった。駄洒落が得意だった。駄洒落だからその場限りのもので、いちいち覚えていられるものではないが、いつも同席の人を笑わせた。というより、楽しませてくれた。
定年退職をしてからは、地域の町会の仕事に携わったり、コーラス・グループの指導もされたり、と、地域に密着した仕事もされていた。何をするにしても、骨身を惜しむことなく、活躍されていた人だった。
栁下さんが逝かれて約二ヶ月後の5月18日、世界的バリトン歌手のフィッシャー・ディスカウが亡くなった。あの世でバリトン同士のお二人が差し向かいで一杯ヤッテルのではないか。「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),貴)ンEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(た),方)の歌は確かに最高にウマイ。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),私)ッシはこの酒が最高にウマイッ」なんてシャレを飛ばしながら…。
今夜はこれから、ＣＤでお二人のバリトンを聴こうか…。　　　　　　　　　　　　　　　　　

目次へ
2012年W. K. バルトン忌のご案内
本年のバルトン忌では墓参ならびに講演会を行います。講演は、バルトンが水道計画に関与した新潟県三条市の大崎浄水場で取水ポンプ棟など12件が、2011年10月に、国の登録有形文化財に指定されたことを記念し、その記念誌編集にかかわっておられる長岡造形大学　平山育男教授をお迎えいたします。ふるってご参加いただければ幸いです。
記

主　　催：NPO法人 日本下水文化研究会・バルトン記念基金管理委員会
日　　時：2012年8月4日（土）
墓参：午前10時30分（集合）～11時30分
集合場所：青山霊園入り口・島村花店（港区南青山2-34-31）
バルトン墓碑へは島村花店（案内図は12ページ）からご案内いたします。なお、交通事情等により間に合わなかった場合は墓碑へ直接おいで下さい。

バルトン墓碑の位置：青山霊園，I種イ－１１側－１１号
講演会：午後１時より
会場：日本水道会館　千代田区九段南4-8-9

講師：長岡造形大学教授　平山 育男氏
演題：「バルトンによる新潟県三条の衛生調査」
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14:30ごろ終了予定

（その後簡単な交流の場を設けます）

· 青山墓地から日本水道会館へは、銘々に昼食をはさんで移動していただきます。
· 水道会館の位置ならびに移動経路の例は12ページを参照ください。
· 参加自由・事前の申し込み等も不要です。当日集合場所までお越しください。
· 午後の後援会からの参加もできます。直接講演会場へお越しください。
· お問い合わせは、03-5363-1129(FAX)，jade@jca.apc.org

· 担当者携帯電話(緊急の場合)：090-7416-6354
目次へ
寄稿　「地域に定着した8年間の活動実績に感銘」
～ バングラデシュ事務所ならびにプロジェクトサイト訪問記 ～

本会　会員　山村尊房
去る2月5日から11日にかけてバングラデシュを訪問した。バングラデシュは、世界保健機関（WHO）に勤務していた1998年から2年半にしばしば訪問した国であるが、数えてみたら今回の訪問は2003年9月以来実に8年半ぶりだった。にもかかわらず私がこの国を身近に感じているのは、酒井彰代表や「ふくりゅう」を通じて伺っているJADEの活動のおかげのように思われる。
今回の訪問は、一般社団法人水と環境の未来研究所の調査チームとしてバングラデシュにおける水道・廃棄物等の実情を調査することが目的で、調査団には団長の山田雅雄氏（前名古屋市副市長）、入江登志男氏（日本水フォーラム参与）と筆者のほか、調査を委託したテスコ(株)のメンバーも参加した。酒井代表には昨年10月に名古屋でエコサンについての講演をいただいたこともあり、2月11日（土）、調査団全員により、ダッカのJADE事務所を訪問した。
[image: image9.jpg]


事務所では、次長のTofayel Ahmed氏やMosleh Uddin Parvez氏(Program Manager)から取り組みの概要について説明を受けた。JADE-Bangladeshは、エコサントイレをバングラデシュに初めて導入したパイオニアであること、バングラデシュの７県（Comilla、Munshiganj、Gazipur、Naogaon、Jessore、Satkhira、Khulna）で地区別に5名のモニタリングスタッフが活躍していること、エコサンは現在ではバングラデシュで多くのドナーやNGOが取り組むものとなっていること、医療費節減と肥料代節約の金額合計として2,750タカ／年(1タカは約１円)の効果があると評価していること、持続可能な取り組みとして「エコサン・ショップ」の設立構想を検討していること、今後エコサンがさらに普及すれば農地全体の少なくとも1割以上をエコサン肥料でまかなうポテンシャルがあると試算していることなどの説明があり、ＪＡＤＥバングラデシュ事務所が2004年の開設以来8年間に及ぶ活動が大きな成果を生んでいることに調査団一同感銘を覚えた。
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これに先立ち、2月7日(火)から8日（水）にかけて、筆者と長坂勉氏（テスコ）ほかの3名は、ジェソール県のプロジェクトサイトを訪問した。ダッカからはTofayel Ahmed氏に同行いただき、現地ではMd. Yusouf Ali氏（ジェソールのプロジェクトコーディネータ）が合流された。1998年にシャムタ村訪問の際に案内を受けたアジアヒ素ネットワーク川原一之氏とたまたま連絡が取れ、最近設立したヒ素センターに立ち寄ったために到着が遅れたが、8日朝に訪れたテンガ村では、地元CBO（Community Based Organization）の議長はじめ主要メンバーの人たち約１０人が屋外でローカルの朝食やお菓子を準備して温かく歓迎してくれた。村の人たちと一緒に、エコサントイレや畑の様子を見学して回った。この村(800戸、一戸5人平均)ではエコサントイレ32基が設置されており（うち30基をJADEが建設）、住宅２戸で１基を使用しているケースもある。エコサントイレは、糞と尿を分離するとともに糞については２つのチャンバーを有する構造になっており、6か月ごとに交互に使用し、使用しないチャンバーで人糞から肥料を生産（年間300㎏）している。エコサントイレの効果については、導入後に健康改善効果があったこと、トイレで作られたエコサン肥料により作物の増収が図られ、特に大きいイモやおいしいトマトの生産に有効との説明を受けた。この村ではエコサンを利用した村民は効用をよく理解しており、JADEの活動を高く評価し、感謝していた。
午後の訪問先に向かう途中で、シャムタ村にあるアジアヒ素ネットワークのポンドサンドフィルター（PSF）サイトを訪問、途中でレザウル氏との再会を果たした。レザウル氏は安全な水を飲むことによってヒ素汚染による健康障害から立ち直った若者としてWHOのホームページで紹介した人だ。1999年3月以来13年ぶりに会った彼は、リキシャドライバーとして生計を立て、昨年家庭をもつことができたことを、その日の朝、川原氏から聞いていた。
同日午後に訪れたバンスバリア村ではエコサントイレが62基設置されていた。特に、この村は洪水の影響を受けたが、JADEが行ったこの村とエコサントイレのない村との病気の発生率の比較調査では、顕著な違いがあったことなどの説明があった。エコサンは水没せずに使用可能だったということだった。エコサントイレの階段には、洪水時の浸水高を示す跡が残り、この説明を裏付けていた。一方、この村ではエコサントイレの管理状況に家によって若干の違いがみられ、適切に管理できていないと思われるエコサントイレも一部に見られた。
PSFについては、JADEが三井物産環境基金の支援を受けてプロジェクトを行った際（2008年～2010年）に、AANの技術協力を得て実施したバンスバリア村の2か所を見学。建設費用は１基約10万タカ（100戸用＝500人）、6万タカ（70戸用＝350人）で、いずれも、池およびＰＳＦ設置用の土地は地元の地主が無償提供していた。各戸は月10タカを支払い、これを維持管理費用にあてているとの説明があった。なお、訪問先の村では、最近イスラム団体の援助資金で深井戸が掘られたが、塩分、鉄分、色のため使用されていないものもあった。ちなみに深井戸建設費は1本６万タカがかかっており、資源はより有効に使ってほしいものと思われた。
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今回のエコサンプロジェクトサイトの訪問は、私たちが現在取り組んでいるBOP（Base of the Pyramid）ビジネスについてのこれからを考える上でも大いに参考になった。今後、バングラデシュなどの開発途上国の農村に水道の普及を進める場合には、これに付随した衛生対策の持続可能な手法としてエコサントイレを重視し、健全な水循環を目指したトータルなシステム構築を考えて行くことが考えられる。その際、地域住民によるエコサントイレの自立的導入を推進するために、JADE-Bangladeshでは、エコサントイレの資材販売、エコサン肥料および農産物の流通を組み合わせたショップを地域に設ける構想を検討中と伺った。構想しているようなビジネスとしての取り組みの検討を進めることが有効と考えられる。一方、エコサントイレの管理が必ずしもうまくいっていない事例を踏まえて、構造や利用方法の改善の検討も望まれる。また、現在のエコサントイレの成功例は農地でのエコサン肥料の利用がしやすい地域であるが、さらに普及を進めるためにはこうした条件のない地域での導入も検討すべきであろう。これには、エコサン肥料のマーケットを構築することにより、エコサントイレが収入源となるようなシステムづくりが有効であると考えられる。そのためのステップとして、戦前・終戦直後までの日本の都市では農村と都市との間でし尿を通じた交流が存在した経験を踏まえ、エコサントイレを通じた都市と農村の関係構築を目的としたモデル事業を立ち上げることが考えられる。このたびの調査団の現地受け入れに協力していただいた酒井代表、案内していただいたJADE Bangladesh事務所の方々に御礼を申し上げる次第である。
目次へ
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会員の皆様には，長年にわたり“バングラデシュ農村地域におけるエコサン･トイレの導入”活動にご支援を賜り，改めて御礼申し上げる次第であります．2004年にスタートした活動は，はや9年目を迎えることとなりました．現在エコサン･トイレは全国的に普及する趨勢にあり，国家プロジェクトとしても取り上げられるようになりました．
本ツアーは，数少ないメンバーでの活動の経緯を，日ごろ関心をもたれている皆様に紹介したく企画したものです．バングラデシュの暮らしと文化，水に関わる様々な現実と課題を目のあたりにされることでしょう．いくつかの世界遺産も訪問します。

Shwagotamは「ようこそ・ウェルカム」の意味です。
スケジュール（予定）

	日　時
	行　　程
	宿　泊

	11/20 (火) ：午後10：00
	羽田国際空港集合　深夜　羽田発
	機内泊

	11/21 (水) ：午後
	バンコック経由ダッカ着　JADEバングラデシュ事務所にて活動内容のガイダンス
	ダッカ

	11/22 (木)
	ダッカ市内．国立博物館，近郊のショナルガオン視察．
	ダッカ

	11/23 (金)
	ダッカからコミラに移動．エコサン･トイレ活動サイト視察
	コミラ

	11/24 (土)
	BARD(Bangladesh Academy for Rural Development)の生活改善活動紹介／モイナマティ仏教遺跡，第二次世界大戦戦没者墓地視察
	ダッカ

	11/25 (日)
	ダッカからジョソールに移動（国内便）．安全な飲み水（砒素対策）とエコサン･トイレの活動サイト視察，アジア砒素ネットワーク事務所訪問［交渉中］．その後クルナへ移動．
	クルナ

	11/26 (月)
	クルナ市内スラムの衛生事情の視察．雨水市民の会：雨水タンク製造・使用現場見学［交渉中］．その後，バゲルハット（モスリム文化の世界遺産）視察．
	クルナ

	11/27 (火)
	クルナからモングルへ移動．船にてシュンダルボン（世界自然遺産）のマングローブ原生林の視察．午後ダッカへ移動（国内便）．
	ダッカ

	11/28 (水)：午前中
	ダッカホテルから空港へ．バンコック経由
	機内泊

	11/29 (木)：早朝
	成田国際空港着
	


 [ツアー料金]　200,000円（予定：往復航空券、現地宿泊代、現地交通費、現地食費が含まれます）
　（空港使用料2,000円，現地空港税3,900円，航空保険料1,600円，燃料特別付加運賃約23,500円（6月下旬現在）、発券手数料4,200円、日本国内の空港までの交通費、現地での嗜好品等は別途お支払いいただくことになります．）
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[利用予定航空会社]　タイ国際航空
[添乗員]　同行しません．JADEスタッフが空港（羽田または成田）から参加します．
· 東京以外の方は別途ご相談ください。バンコク（あるいは他の乗継空港）から先は同一行程になります．
· ツアー料金は出発地により異なりますのでご了承ください．
[最大催行人数]　5人
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[申し込み期限]　10月1日（月）までに、住所、氏名、年齢、連絡先電話番号、旅券番号をお知らせください。
· バングラデシュ入国にはビザが必要です．早めにビザを取得してください．
· 募集予定人数になり次第締め切ります．
· 現地の事情等によりスケジュールが変更になる場合があります．ご了承ください．
お申込み・お問い合わせ先
NPO法人　日本下水文化研究会
FAX：03-5363-1129、Ｅmail：jade@jca.apc.org
　　　　　　　　　　　目次へ
第54回 定例研究会のご案内
　第54回の定例研究会を下記の要領で開催いたしますので、ふるってご参加ください。講師の野田功さんは、技報堂出版から刊行されている『みんなで考える飲み水のはなし』の著者のお一人で、東京都庁で下水道、水道、環境、衛生の各分野の技術職の要職を歴任された方です。
記

日時：　平成24年10月21日（日）　13：30～15：30

会場：　小平市ふれあい下水道館講座室（地下1階）
小平市上水本町1丁目25番31号
電話：042－326－7411

西武国分寺線鷹の台駅下車・徒歩８分。
講師：　野田　功氏（元東京都）
演題：　「くらしと飲み水」
私たちが日頃使っている「水」は、蛇口を捻ればいつでも出てくるので、今まで渇水の時以外には関心を持たれませんでした。しかし、東日本大震災を契機に水源や水道システムそのものに関心を持たれるようになりました。そこで、改めて水道水ができるまでを考えてみます。

　　　　　　　　　　　目次へ
平成24年度小平市ふれあい下水道館・特別講話会のご案内

　屎尿・下水研究会では、小平市ふれあい下水道館の講座室において、10月～翌3月の毎月1回、特別講話会を開催します。今年度の講師と演題が次のように決まりました。本企画は、一般市民を対象とする環境教育として小平市役所（日本下水文化研究会の賛助会員）の協力を得て実施するものですが、当会会員の方も参加できますのでお気軽にお出でください。
　開催日時は、毎回、日曜日の13時30分～15時30分です。会場の「ふれあい下水道館」は、西武国分寺線鷹の台駅下車・徒歩８分、電話は042－326－7411です。
　なお、第1回（10月2１日（日））は、本部の定例研究会とのジョイントとして行われます。
記

第1回　10月21日（日）：「くらしと飲み水」
                          野田　功氏（元東京都）
東日本大震災を契機に水源や水道システムそのものに関心を持たれるようになりました。そこで、改めて水道水ができるまでを考えてみます。

第2回　11月18日（日）：「東京の都市河川の現状―主に神田川水系と玉川上水―」
保坂　公人氏（本会会員）

荒川・多摩川などの流域の洪水問題・衛生問題、将来の姿などについて市民感覚で報告します。

第3回　12月16日（日）：「古代遺跡にみる上下水道」（仮題）
中西　正弘氏、清水 洽氏（本会会員）

奈良県明日香村の飛鳥寺西門跡から出土した日本最古？と思われる水道管（土管）、古代ローマの上下水道施設（三段式水道橋、鉛製水道管、水洗式共同便所等）を紹介します。
第4回　1月20日（日）：「弁天様と水」
　　　　　　　　　　　　　栗田　彰氏（本会会員）
弁天様は、幸運や財宝をもたらす神様と信じられていますが、実は水の神様でもあります。いくつかの弁天様を訪ねてみましたので、その話をします。

第5回　2月17日（日）：「エクアドルの水」
　　　　　　　　　　　福田　寛允氏（本会会員）

エクアドルのエスタド銀行は地方公共団体が実施する公共事業に融資していますが、福田氏はこの銀行の技術的業務を支援されました。主要都市の水道はほぼ完備していますが、下水道はこれからです。エクアドルの国情や水環境事情などについてお話します。
第6回　3月17日（日）：「下肥が作った江戸野菜」
堀 充宏氏（本会会員、葛飾区郷土と天文の博物館）

　下肥の農村還元には、社会から出た「いらないもの」を生かして「必要なもの」を再生産するという思想が底流にあります。江戸・東京近郊を例にその実態を探ります。
　　　　　　　　　　　目次へ
水環境案内人の覚書 １

水環境との接点
本会会員　地田修一
　私は平成22年度から水環境案内人として、月に3回ほど新河岸、浮間、落合などの水再生センターに出向いている。水環境案内人は、下水道施設に見学に来られた方々に下水道の仕組みや処理方法を説明しその現場を案内し見学者からの質問に答えるという役割を担っており、東京都下水道サービス（株）【TGS】のサポート倶楽部に属している。この仕事は、東京都公営企業管理者である下水道局長がTGSに業務委託しているものである。見学者が10名以下のときは1人の案内人で、10～20名では2人でといった具合に見学者数に応じた柔軟な体制をとっている。これは小まめな見学案内と現場での安全性を考慮してのことである。見学者は小学生（主に4年生）の社会科見学、修学旅行生の小グループでの自由見学、専門学校生・大学生の見学実習、社会人の一般見学など様々である。なかには、親に連れられた幼稚園児とか就職活動の下見とか町内会の行事とかの場合もある。
これとは別に、日本下水文化研究会の分科会・屎尿下水研究会の幹事として平成20年度から、東京都小平市の「ふれあい下水道館」での講話会の企画運営に関わっている。対象は小平市住民・在職者を主体とした社会人で、25人ほどで満席となる講座室でのアットホームな集まりである。もう5年目に入るが、テーマは下水、トイレ、飲み水、廃棄物など環境に関するもので、年に6回開いている。国内の話題ばかりでなく年に1回は海外の情報も提供するよう心掛けている。上から目線で言えば環境教育であるが、むしろ、会員自らが研鑽して得た情報をわかりやすく一般の方々に披露する場であると考えている。私は司会を仰せつかっているが、たまには講師をかって出ることもある。玉川上水沿いに建つ「ふれあい下水道館」は地上2階・地下5階建てで、地下25mに埋設されている内径4．5mの実際の下水道管に入ることのできる「ふれあい体験室」を有する下水道博物館である。葦が茂る湿地がエントランスの両脇に造られ、受付のある1階ホールにはイワナ、ヤマメ、ニジマスなどが泳ぐ大型の水槽が設置されている。
これらに加えて、月に1回、昔の職場仲間と五七五を捻る句会（神田川が隅田川に注ぐ辺りに建つ下町の風情を残す蕎麦屋の2階で行われている）に参加している。そのため、宿題の俳句作りを兼ねて1日1万歩を目指した自宅周辺の散歩をほぼ毎日励行している。散歩ルートには自然河川、農業用水路、湧水、溜池があり、その間に雑木林、畑地、果樹園、水田が広がっており、丘あり台地あり低地ありの変化に富んだ地形である。花鳥風月を詠むにはもってこいの場である。休憩はルートの途中にある地元の図書館を当てており、ここで本を借り出したり返却したり、たまには調べごとを行っている。
35年間にわたる地方公務員生活、それに7年間の某企業での顧問業とを併せて42年間のサラリーマン生活を卒業し、フリーな立場になって数年が経つ。現在の私の生活パターンは、散歩の合間に詠んだ俳句を携えた句会で旧交を温め、オファーがあれば水環境案内人として昔の職場に出向き、さらにNPO活動として定期的な講話会に参画することが軸になっている。これらを通じて様々な水環境と接している今日この頃である。
次回から、水環境に関する事柄に焦点を絞って、つれづれなるままに思い浮かんだ感慨や新聞・雑誌・単行本などの読後感や気になって図書館で調べたことなどをざっくばらんに忘備録風に手短に綴っていくこととする。
　　　　　　　　目次へ
バングラデシュ便り　No. 21
さかさま
本会運営委員　高橋　邦夫
　バングラデシュを訪問して、はや足かけ9年目の月日を迎えようとしている。気候風土の相違は当然のことであるが、当初とまどった仕草がある。首を傾げる動作である。例えばある人を今晩ディナーに誘うとしよう。彼は“アチャ・ティガセ”と返答し、その際首を横に傾げる動作をした。これは、“承諾”の意味である。が、当初は断られたのではないかという不安が付きまとい、再度確認をしたものである。聞いた話であるが、ブルガリアでは首を縦・横に振る動作の意味するところは日本とは全くさかさまであるらしい。勿論、こうしたさかさまな動作・所作・設え、あるいはどちらなのか判然としない事象はこればかりではない。以下は、さかさまなどをテーマとした小さな旅のスケッチである。
　通常この国の道路車両運行は日本と同じく左側通行である。中央分離帯のある四車線ハイウェイを通行している際の出来事であるが、何と対向車が来るではないか。同乗の友人はハイウェイに平面交差している道路から右側車線に乗り入れたいのだが中央分離帯で遮断されているため、やむを得ず分離帯の開口部まで逆走行しているのだと弁護した。なるほどその理屈は正しいと合点した。
そして旅先で戸惑うのは宿泊施設が変わるたびにその設えに慣れるのに時間を要することである。まずは電気のスイッチである。多くのホテルなどの部屋には、こんなにもと思わせるスイッチが設えてある。無暗矢鱈にある場合が多い。まず戸惑うのは、ON-OFFが判然としないことである。次の戸惑いは、何のスイッチなのかである。そして多くの場合、何にもスイッチしないスイッチのためのスイッチが数多く存在することである。
　次に水の蛇口である。バングラデシュは亜熱帯に位置するゆえ、シャワーなどお湯の供給はいらないかといえば決してそうではない。体験的に言えば，11月から2月にかけては、カーディガンがほしくなるような気温になることもある。そんな日には常温のシャワーを浴びるのは無謀か余程の勇気がいる。これは多くの現地の友人の同意を得た見解である。友人たちは概して乾燥した冬より、蒸し暑さはともかく夏の方が暮らしやすいという。その理由は冬場のシャワーにあるようだ。友人たちの住む多くの住居にはガス設備は行き届いているものの、給湯器の普及はまだまだのようである。常温のシャワーを浴びることが困難な場合には、沸かしたお湯を適度に調整し、身体を洗うのである。
さて、その蛇口である。仮にお湯の供給が可能な場合、それぞれの蛇口に赤、青の印が付いているとしよう。たまには区別できない場合もあるが。赤マークはお湯、青マークは常温と考えるのは普通である。しかしながら体験的にその確率は約半分としておこう。そして同室でも、浴槽、洗面所で異なる場合もあった。さらに蛇口は2つあるものの、片方しか出ない場合もあった。湯船にたっぷりとお湯がたまり、さて一風呂浴びようかと手を差し伸べたところ火傷しそうな温度であった。もう片方の蛇口から常温水が出ないため、それから約一時間後に風呂につかることができた。
　蒸し暑い熱帯夜が延々と続く乾期の後半から雨季にはエアコンは有るに越したことなないがファンは不可欠である。部屋の天井中央には直径1ｍはあるファンが設置されその勢いは強い。ファンはスイッチONとともに、強烈な下降風をまき散らす。木綿質のズボンでも洗濯後、4、5時間もすれば乾燥してしまうという優れものである。もっとも会議の場などでは書類には飛散防止の文鎮が不可欠となるが。
Rajsyahiのとあるホテルに泊まった時のことである。蒸し暑い部屋に入りファンのスイッチを押した。ファンは静かにそして勢いよく回転しはじめた。荷物の整理を始めたが、その時は何かおかしいと思った程度であった。荷物の整理が一段落した後、ソファーに座りタバコを吸い始めた。タバコの煙はファンの風でまき散らされるのが通常である。ところが不思議なことに、タバコの煙は上昇していくではないか。ここでやっと気がついた。ファンが逆回転しているか、その翼がさかさまに設置されているかのどちらかであった。そして一人で大笑いしたものである。その後、通常の強烈で直接的な下降流に対し、上昇流は天井に反射し、柔らかな旋回流となって下降し、穏やかに身体を包み込むという妥協解を得て、さかさまも捨てたものではないと一人納得したものである。
その後とあるレストランで食事中、ボーイにフォークを頼むとスプーンを持ってきた。フォークがスプーンであると主張するのである。フォークとスプーンを頼めば良かったと反省した。
こうした反面、例外のない厳格な設えが一つだけある。それはトイレの設置方向である。トイレの排泄位置は必ず南北の方角でなければならない。西方向に位置するマッカに向かって排泄は許されないという厳格な規則に基づいたものである。
目次へ
短信・海外プロジェクトから
　4月中旬、地球環境基金要望していた案件「バングラデシュ･クルナ市内スラム地区における資源循環利用を意図した生活環境改善活動」に対する内定通知を得ました。これは、都市スラムが、劣悪な衛生環境にあると同時に、人口過密なスラムにおいて適正な衛生システムが欠如していることは、都市の水環境汚染の要因になっていることから、ただトイレの数を作る、増やすということではなく、有機物であるし尿を分解することで環境インパクトを低減し、かつ屎尿の資源としての利用（燃料、肥料）を図ろうというものです。5月連休明けに現地を訪問し、実施体制とスケジュールについて詰めたうえで、交付申請書を提出し、7月に入って、交付決定を受理しました。先述の意図をもった衛生システムについて、フィージビリティにも考慮し提案を行ってきました（Sakai at al. 2011）が、実際に施設を導入するとなると、スラムの住民組織の積極的参加や自治体の関係組織との調整なども必要になってきます。工事もこれまで本会が導入してきた施設に比べて大がかりなものになります。チャレンジングな取り組みですが、都市スラムの衛生改善モデルが提案できるように、現地スタッフ及びスラムの人々を含めた関係者と協働して進めていきたいと考えています。

　なお、地球環境基金の助成金は精算払いとなっていますので、工事に取り掛かるためには、一定の資金が必要になります。そこで、西武信用金庫からつなぎ融資を受けることに致しました。

　前号でも、三井物産環境基金に活動申請を行った旨、お伝えしましたが、再び、10月からの活動に対して募集がありましたので、6月中旬申請致しました。こちらは、井戸水の砒素汚染地域で、エコサン･トイレと表流水を水源とする安全な飲料水供給を目的とするプロジェクトで、衛生改善が、表流水のポテンシャル向上につながることを実証したいと考えています。アジア砒素ネットワークと協働で行うことにしています。また、2月にバングラデシュを訪問された山村さんから、現地のNGOがエコサン･トイレと表流水を水源とする飲料水プロジェクトを日本水フォーラムに申請されたという情報もいただきました。

　それから、昨年同様、バングラデシュ・ツアーを企画しました。助成金だけでなく、本会の貴重な会費収入も繰り入れて活動してきたわけですから、海外技術協力分科会の活動に対する説明責任の意味合いも込めているつもりですので、ぜひ、現地でこれまで何をしてきたかを確かめていただきたいと思います。

Sakai et al. Utilization of Human Excreta Derived Resources for the Benefit of Urban Poor, : An Integrated Approach toward Improved Sanitation,DEWATS, IWA, May 2011, Manila
　（酒井彰）

目次へ
運営委員会から
· 総会においてすべての議案が承認されました。したがいまして、以下の２つの委員会が発足することとなり、両委員会の稲場委員長より、第１回の会議開催案内が委員のもとへ発送されています。
· 「流域総合水循環制度研究委員会」：水循環基本法制定を前提に、河川の低水管理、高水管理、水循環保全施設（上下水道、浄化槽、屎尿処理施設など）整備等について、民間有識者の立場から政策提言を行う。
· 「水と環境の出前学校と下水文化の啓発活動の制度研究委員会」：学校向け出前教室、企業向け出前研修を行うべく、カリキュラム案、使用テキスト案等を検討し、合わせてニーズ調査を行う。この調査結果を踏まえ、来年度より試行する。また、下水文化の啓発のため、理想の博物館試案を立案する。
· 前号で、四谷税務署へ認定NPO申請書を提出した旨お伝えしましたが、4月20日、国税審査官による審査を受けました。その結果、寄付金の割合等の基準は満たしていますが、海外事業や支部会計等を特別会計として扱っている点など、全体的な会計の精度の点で改善の必要があり、認証を受けるには至りませんでした。会計業務の見直しを図り、認定NPO を目指していきたいと考えております。
· 本会では、下水文化に資する活動に資金を供与する目的で、「下水文化振興基金」を積立てることになっておりますが、会費収入の減少に伴い、積立ては行われておらず、また、活用もされておりません。海外事業の実施にあたり、助成団体より自己資金の拠出が求められることが少なくないなか、こうした活用ニーズに対応していくためにも、運用規則を定め基金の活用が可能となるよう準備していきたいと考えています。

· 上記２つの点について、運営委員会でいくつかの案を提案し、指導、助言を得るため、近く評議員会を開催することにしています。方針が固まり次第、皆様にお知らせさせていただきたいと思います。
· 本会では、会報をWebpageでご覧いただくことを原則となっています。これについて、何度かお願いをしてまいりましたが、総会委任状とともにメールアドレスを多くの会員からいただきました。ご理解いただきましたことに感謝申し上げます。
編集後記
前号の中西さんに続き、本号でも、山村さんから投稿をいただきました。バングラデシュを訪問されてから時間がたってからの掲載となり申し訳ありませんでした(総会後の懇親会でも、さまざまな経験やお考えを交換されておられるようです。会員各位の、日ごろの成果や思いをふくりゅうにお寄せいただければ幸いです(地田修一さんの新連載が始まりました。森田運営委員の連載「旧時九官録」とともに、屎尿・下水分科会からの情報が発信されていくものと期待しています。　　　　　　　　　　　　　　　（酒井　彰）　　目次へ
＜バルトン忌墓参集合場所案内図＞
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東京メトロ　千代田線乃木坂駅 徒歩5分、銀座線外苑前駅 徒歩10分
【日本水道会館】
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青山墓地～市谷の移動経路例（所要15~20分）
· 外苑前－(銀座線)－青山一丁目－(半蔵門線)－永田町－(有楽町線)－市ヶ谷
· 乃木坂－(千代田線)－国会議事堂前－(徒歩)－溜池山王－(南北線)－市ヶ谷




コントロールキー（Ctrlなど）を押しながら目次の各記事の文字をクリックすれば、ご覧になりたいページに移動できます。
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2011年のバルトン忌
































�


バゲルハットにあるモスク





�


モイナマティ仏教遺跡





�【エコサントイレは洪水時にも水没せず：浸水高の跡が示している】





�【バンスバリア村のJADE PSF】





�【テンガ村CBOの人たちと交流】








�


【JADEバングラデシュ事務所を訪問した山田雅雄氏（中央右）と筆者（中央左）ら調査団一行】








�


島村花店





�


エコサン･トイレの内側（開口（入口）から手前が小便の排泄口、後方両側の丸いふたの付いている穴が大便口、中央の穴は、尻を水洗いした後の排水口：排泄は東西方向にしてはならない。）





�


子供たちがトイレ以外で排泄することはとがめられない


(プロジェクトサイトのスラムで)





特定非営利活動法人　日本下水文化研究会


〒162-0067　新宿区富久町6-5　NJS富久ビル別館３F


TEL & FAX 03-5363-1129　e-mail: �HYPERLINK "mailto:jade@jca.apc.org"�jade@jca.apc.org�


URL: http://www.jca.apc.org/jade/index.htm
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